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１．はじめに

　近年の企業経営では従業員の「働き方」が重視

されるようになってきている。特に2018年７月

に成立した「働き方改革を推進するための関係法

律の整備に関する法律」では労働基準法などの一

部が改正され、「働き方改革」の下で労働時間や

休息時間、待遇などについての各種見直しが行わ

れた。

　しかし、そのような「働き方」というものは定

量化が難しく評価がしにくい一方で、「働き方」

の改善・悪化がどのように企業業績に影響を与え

るのか、特にそれら相互の関連性については企業

経営者や従業員にとって重要な関心事であると考

えられる。

　本稿では転職・就職者向けの従業員クチコミサ

イトの従業員クチコミテキスト情報のうち、上場

企業の「働きがい」と「働きやすさ」に関するカ

テゴリに投稿されたクチコミテキストを用い、機

械学習・テキストマイニングの技術を用いること

で、クチコミ文章情報から見いだされる「働き方」

を「働きがい」「働きやすさ」に分けて考え、そ

　従業員クチコミサイトの従業員クチコミの文章情報から「働きがい」「働きやすさ」の代替指標としての時系
列スコアを生成し、企業業績および株式パフォーマンスとの関連性を分析した。その結果、働きがいおよび働き
やすさスコアの改善は、２～３年程度遅れて企業の成長性や収益性にプラスの影響をもたらし、逆に企業のROE
の向上は、１年程度遅れて働きがいを向上させることが分かった。また株式パフォーマンスとの関連性について
は、両スコアの改善ポートフォリオは１年程度遅れて統計的に有意な正の超過リターンをもたらし、株式市場に
おけるミス・プライシングが発生していることが示唆された。
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